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「いのち」をつなぐ         一宮市立浅井中学校 校長 山田貞二 

 阪神・淡路大震災から２２年。平成２３年３月１１日に起きた未曾有の東日本大震災から７年。この

二つの震災では多くの尊い命が犠牲となりました。浅井中学校では、これら二つの震災から「いのち」

を学ぶ学習を行っています。道徳の授業や生徒会の活動、講演会などを通じてつながれていく「いのち」

の奇跡と大切さを探求しています。 

 そうした活動の一つとして宮城県名取市閖上（ゆりあげ）地区との交流は、子どもたちに多くのこと

を考えさせる活動となりました。閖上では毎年３月１１日

に追悼のイベントが行われます。そのイベントで使われる

絵灯籠の原画づくりに生徒会が取り組みました。１、２年

生全員と 3 年生の有志が参加しました。閖上の方への温か

いメッセージとともに、心のこもった作品が完成しました。 

 そして、２月１６日(金)には、閖上で語り部をされてい

る佐々木清和さんにおいでいただき、遺族としての思いを

語っていただきました。東日本大震災によって家が流され

ご両親と奥様、最愛の娘さんを亡くされています。この講

演会には、全校生徒のほか、保護者の方や地域の方、そし

て市外の先生や一般の方にも参加いただきました。 

 佐々木さんは、誠実な語り口で、震災のことや家族の話、今の生き方についてお話しをされました。

途中、娘さんが発見されたときに着ていた学校のジャージを見せられました。津波の怖さを実感すると

ともに、それを大切にしていらっしゃる佐々木さんの思いを強く感じました。 

講演後には、子どもたちや保護者、地域の方と全校道徳を行いました。感想を簡単に尋ねた後、「今

の佐々木さんを支えているものは何だろう」というテーマで話し合いを行いました。多くの大人のいる

中での発言でしたので、緊張して話す生徒もいましたが、真剣な表情で語ってくれました。それを受け

て数名の保護者や地域の方の考えを発表いただきました。 

中学生が大人の考えを聞くことで、あらたな思いや考えを持つ

ことができたのではないかと思います。 

今回、佐々木さんの話を聞いた人の多くが「いま生きているこ

との喜び」を感じ、同時に「生かされていることの喜び」を感じ

られたことでしょう。佐々木さんの貴重なお話をそのままで終わ

りにするのではなく、どう生かしていくかが大切です。今後も、

本校では「いのち」の授業を続けてまいります。そして、地域の

方と一緒に、震災や「いのち」について考える機会を積極的につ

くり出していきたいと思います。 

＜社会見学のご案内＞ 来る５月１１日(金)浅井町地域づくり協議会主催の社会見学を実

施します。見学先は東山動植物園と徳川園、そしてアサヒビール名古屋工場で浅井町民ならどなたでも

ご参加頂けます。参加費は 2,000 円で４月１１日(水)午前９時から浅井町出張所で先着順の受付とな

ります。市のバスを利用し定員は３０名です。詳細については３月下旬の町内回覧チラシをご覧下さい。 
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卒業生を送る会 

卒業式を前にして、小学校では「６年生を送る会」、中学校では 

「３年生を送る会」がそれぞれ開催され、在校児童、生徒そして 

保護者からお祝いされました。スライド、演劇、ダンスと歌など 

それぞれの学年が、この日のために練習してきた出し物を精一杯 

披露しました。卒業式を前に、深く思い出に残る行事となりました。 
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 浅井北小学校          浅井中小学校           浅井南小学校 

浅井中リトルアーティスト展    ２月１８日(日)から２５日(日)までの一週間、

東浅井にある“もりのギャラリー”で

「浅井中リトルアーティスト展」が開

催されました。中学校の美術部と特別

支援学級の生徒たちの作品展です。油

絵、イラスト画、立体作品などが会場

一杯に展示され、来場者の目を惹きつ

けていました。  

第 24 回いずみまつり        

３月１１日(日)いずみ福祉園、いずみ作業所、いずみフ 

レンズ等の福祉施設会場で「第２４回いずみまつり」が開 

催されました。暖かい春の日差しの中、開場前から多くの 

方々が訪れ、どこの駐車場も満車の状況でした。 

会場中央に設置された特設ステージでの催し、品ぞろえ 

豊富な模擬店、施設紹介など趣向を凝らしたお祭りとなり 

特に人気のあるカレー、たこ焼き、うどんなどのバザーは   浅井中合唱部によるミニコンサート 

長い行列。多くの浅井町民も訪れ、賑やかな春の一日を楽しく過ごし、仲間とふれあいました。 

サロン活動レポート（３）         

尾関公民館で開催している「らくらく体操」は代表の小島 

基弘さんが『地域の人たちが外に出るきっかけを作りたい』 

との熱い思いで、長寿会役員の心を動かして発足しました。 

平成 28 年９月町内会で参加者を募って、１４名でスタート 

しましたが、現在３０名ほどに増えて来ています。開催日は 

第２・第４の金曜日午前 10 時から１時間、会費は１００円 

で、健康体操が主な活動です。地域づくり協議会のサロン活 

動補助金で購入したチューブや色とりどりのわっかを使い、 

音楽に合わせて体操される皆さんの姿は、とてもハツラツと 

して凛とした美しさも感じました。参加者からは「毎回楽しみにしています。」、「以前は、膝にシッ

プを十数枚貼っていた人が、今は必要ないよ」などの声を頂きました。末永い活動が期待されます。 


